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八
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平
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十
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年
十
一
月
十
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安
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三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
諸
外
国
に
お
け
る
著
作
権
等
の
保
護
期
間
及
び
孤
児
作
品
（
著
作
権
者
等
不
明
作
品
）
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
諸
外
国
に
お
け
る
著
作
権
等
の
保
護
期
間
及
び
孤
児
作
品
（
著
作
権
者
等
不
明
作
品
）

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
）
に
つ
い
て

千
八
百
九
十
六
年
五
月
四
日
に
パ
リ
で
補
足
さ
れ
、
千
九
百
八
年
十
一
月
十
三
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
改
正
さ
れ
、
千
九
百
十

四
年
三
月
二
十
日
に
ベ
ル
ヌ
で
補
足
さ
れ
並
び
に
千
九
百
二
十
八
年
六
月
二
日
に
ロ
ー
マ
で
、
千
九
百
四
十
八
年
六
月
二
十

六
日
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
、
千
九
百
六
十
七
年
七
月
十
四
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
及
び
千
九
百
七
十
一
年
七
月
二
十
四
日
に

パ
リ
で
改
正
さ
れ
た
千
八
百
八
十
六
年
九
月
九
日
の
文
学
的
及
び
美
術
的
著
作
物
の
保
護
に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
（
昭
和
五

十
年
条
約
第
四
号
。
以
下
「
ベ
ル
ヌ
条
約
」
と
い
う
。
）
第
七
条
（
�
）
の
規
定
は
、
保
護
期
間
の
上
限
に
つ
い
て
は
言
及

し
て
お
ら
ず
、
加
盟
国
が
著
作
権
の
保
護
期
間
を
無
期
限
と
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
禁
止
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
の
�
）
に
つ
い
て

ベ
ル
ヌ
条
約
加
盟
国
は
、
本
年
十
月
末
現
在
で
百
六
十
二
か
国
に
上
り
、
そ
の
す
べ
て
の
国
に
お
け
る
著
作
権
の
保
護
期

間
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
著
作
権
の
保
護
期
間
を

一



無
期
限
と
し
て
い
る
国
を
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

米
国
に
お
い
て
は
、著
作
者
の
国
籍
又
は
著
作
物
の
発
行
地
に
か
か
わ
ら
ず
、米
国
で
保
護
さ
れ
る
著
作
物
に
つ
い
て
は
、

同
一
の
著
作
権
の
保
護
期
間
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
な
い
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
六
か
国
に
お
け
る
著
作
権
の
保
護
期
間
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
、
詳
細
を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
詳
細
を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

二
千
四
年
七
月
に
欧
州
委
員
会
が
と
り
ま
と
め
た
「
著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利
の
分
野
に
お
け
る
欧
州
委
員
会
の
法
的

枠
組
み
の
レ
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
」
に
は
、
欧
州
連
合
加
盟
各
国
に
お
け
る
著
作
隣
接
権

二



の
保
護
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
、実
演
家
は
著
作
者
と
同
様
の
創
作
性
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、著
作
隣
接
権
の
保
護
期
間
は
、

著
作
権
の
保
護
期
間
と
同
一
に
す
べ
き
と
す
る
賛
成
意
見
、
著
作
隣
接
権
の
保
護
期
間
の
延
長
は
、
消
費
者
の
音
楽
の
選
択

の
幅
を
狭
め
る
と
す
る
反
対
意
見
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
立
場
の
者
が
こ
れ
ら
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

五
の
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

五
の
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
法
案
の
詳
細
を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
の
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
勧
告
で
は
、
著
作
権
者
達
の
緊
密
な
協
力
を
得
て
、
著
作
権
者
が
不
明
で
あ
る
著
作
物
の
利
用
を
容
易
化
す
る

た
め
の
仕
組
み
の
導
入
を
促
進
す
べ
き
こ
と
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

六
の
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
道
の
内
容
を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三



六
の
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
欧
州
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
計
画
の
現
状
を
承
知
し
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
の
�
）
に
つ
い
て

著
作
権
者
が
不
明
で
あ
る
著
作
物
の
利
用
を
可
能
と
す
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
動
向
も
十
分
踏
ま
え

つ
つ
、
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
に
お
け
る
検
討
の
要
否
も
含
め
、
今
後
と
も
よ
く
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

四


